
日本語初級学習者の習得過程に関する縦断研究

　　　　　　　　一　疑問表現と応答表現について

久保田美子

要 旨

　本研究は、英語を母語とする2名の日本語初級学習者を対象とした、疑問・

応答表現の習得に関する縦断研究である。1年1ケ月の調査期間中、疑問表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ
は、文末に助詞「か」を添えた形だけではなく「～も？注正」　「～の？」等、文

を完結せずに助詞の直後で切り、音調を上げる形式の疑問文の使用もみられる

ようになった。Yes－No疑問文に対する応答では、疑問文中のことばを繰返す形

が多く、否定の応答詞「いいえ」の使用が少なかった。説明を要求する疑問

（Wh疑問文）に対する応答では、その平均文節数の増加がみられた。

［キーワー一一一ド］　習得過程の縦断研究　初級学習者　疑問表現　応答詞

1．はじめに

　疑問文は日本語学習のごく初期の段階で導入され、それに対する応答と共に

指導される。本論文は、そうした疑問、応答の表現を日本語初級学習者が実際

にはどのようにして習得していくのかを縦断的に調査、研究したものである。

　本研究の対象学習者は、英語を母語とする2名の成人であり、1991年8月の

来日直後から日本語の学習を開始している。1名（学習者A）は女性で高校の

英語教師、もう1名（学習者B）は男性で技術者である注2。

　両名には1991年10月から翌年の10月まで、1年1カ月の間、授業（計159時

間）と同時に19種類の対話形式のタスクを課した。本論文はその発話資料をも

とに分析したものである。

III．疑問表現の習得

　疑問表現は、　『日本文法大辞典』　（明治書院）、『国語学大辞典』　（東京堂出

版）注3の記述によれば、その言語形式上、　（1）文末の音調を上げる、　（2）
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文末に助詞「か」を添える、　（3）文中に疑問詞を用いる、の3要素のうち1

っ以上をもっものとされている。本論文で扱う疑問表現もこの記述に従う。

　また、疑問表現は、相手に問いかけて答えを要求するものであるが、相手か

らどのような答えを引き出そうとするかによって次の3っの場合に分けられる。

　1）判定を要求する場合　（例）「がくせいですか。」

　　　相手側に肯定か否定のどちらかの答えを求めるもので、以下　Yes－No疑

　　　問文と呼ぶ。

　2）選択を要求する場合　　（例）　「おおきいですか、ちいさいですか。」

　　　以下、選択疑問文と呼ぶ。

　3）説明を要求する場合　　（例）　「おくにはどちらですか。」

　　　疑問詞を含む疑問文が使われる。以下、Wh疑問文と呼ぶ。

　本論文では、この分類に沿って各々の疑問表現の習得にっいて考察する。尚、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
「おくにはどちらですか。」の代わりに、「おくには？」という形の疑問表現

を使う場合がある。これは、上記の分類では、3）に含まれるが、この他にも
　　ノ
「～は？」といった形をとって、2）、3）、どちらの分類に属するかはっきりし

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ないものもあるため、こうした「～は？」の形の疑問表現は、まとめて、1）2）

3）とは独立した項目として取り上げることにした。

　また、調査期間中に授業で導入した「行きましょうか」　（勧誘）、「窓を明

けていただけませんか」　（依頼）、「そうですか。｝」　（応答）、或いは「これ
　　ノ
ですね。」　（確認）等、前述の疑問表現の形式をとりながら、相手から情報の

供給を要求する表現ではないとみなされる表現は、本論文では疑問表現として

は扱わない。

1．Yes－No疑問文の習得

①Yes－No疑問文の使用状況

　調査期間後半になって、文末に「か」をっける形の疑問文だけでなく、他の

形式の疑問文の使用もみられるようになった。

　Yes－No疑問文の使用状況をまとめたものが次ページの［表1］である。表中

の文末「かjという表記は、文末に「か」をつける形の疑問文、文末上昇調と

は文末に「か」をつけず、音調だけを上げる形の疑問文のことであり、助詞で

終わるものは除いている。助詞止めは、次の例のように、文を完結せず、助詞
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の直後で切って音調を上げる形の疑問文のことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例）　あしたも？　日本の？

②文末の音調を上げる形の疑問文の使用

　文末に「か」をつける形の疑問文は学習者が学習を開始した1991年8月に導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノf　　　　　　　　ノ
入し、文末の音調を上げるだけの疑問の形（「あった？」「きょう？」等）は、

92年2月に導入した。

［表1］Yes－No疑問文の使用状況
表内数字：件数

学習者A 学習者B
対話タスク

ﾀ施月
末「か」 文末

繽ｸ調

助詞

@止め

末「か」 文末

繽ｸ調

助詞

@止め

タスク内容

91年11月 21 0 0 15 0 0

醐を聞く（空港）、買い物、場所を聞く

K慣を聞く、警察の醐柑手を誘う

92年2月 7 1 0 5 0 3 紹介し合う、緬の問蛤わせ

92年5月 5 0 2 8 1 0 将来の夢を語る，家探し

92年7月 27 0 0 12 2 1
落とし物、迷子、面接試験、　初対面の会話

Fえ、人探し

92年9月 14 6 3 21 1 4 趣味を聞く、

92年10月 13 0 0 3 0 0 休みをとる、躰の騰、

　［表1］からも分かるように、91年11月のタスクでは、文末に「か」をっけ

る形以外のYes－No疑問文は現れなかった。92年2月のタスクでは、文末の音調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
を上げるだけの形の疑問文の使用がみられたが、「けっこんした？」　（学習者

A）の一例だけであり、あとはすべて文末に「か」をつける形のものであった。

この時点で、日常的に文末の音調を上げるだけの形の疑問表現に既に何度も触

れていると思われるが、学習者自身の使用は全体を通しても多くはない。タス

クの課題が、ごく親しい者同士の会話ではないことからこうした場面では使い
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にくいことを既に意識していたのか、或いは、2月の時点では、動詞の辞書形

（92年11月末に導入）がまだ十分定着していなかったことも考えられる。

　文末の音調を上げる形が多くみられたのは、92年9月のタスク（日本語教師

ではない一般の日本人男性に趣味について電話で尋ねるもの）であった。相手

の日本人は常に「です」　「ます」を使い、学習者の側も、全体的に「です」

「ます」を使った発話をしていたのだが、よくわからない言葉や内容に直面す

ると、文末の音調を上げる形で聞き返したり、質問したりする場面がみられた。

ことばよりも内容に集中していたせいであろうが、会話全体が「です」「ます」

で交わされている中、突然のこの形の疑問表現の使用は違和感を感じさせた。

＜例1＞（日本人）紀行文ていうのはですね。　（中略）…モンゴルの草原に

　　　　行くとか。
　　　　　　　　ノ
（学習者A）トラベル？ （日本人）そうです。旅をするんですよ。

＜例2＞（日本人）ホワイトウォーターにはあまり行ったことがないんです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　（学習者B）ああ一、じぶんのカヌー？　　（日本人）そうです。

　　　　（学習者B）ああ一ええと、なんねんまえにかったんですか。

③文を助詞の直後で切り、音調を上げる形の疑問表現の使用

　文を完結せず、助詞の直後で切って音調を上げる形の疑問表現は授業では未

導入だが、学習者Bは来日後約半年、学習時間80時間が経過した92年2月末タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
スクの中で、自分の職業を述べた後、相手に対して「あなたも？」と使用した。

　学習者Aは、来日後9ケ月、学習時間96時間が経過した5月初めの部屋探し
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ノ
のタスクの中で、　「しょくじは？じぶんで？」という発話をした。
　　　　　　　　　　　　．ノ「　　　　　　　　　　＿ノ「
　この時点では、　「あなたも？」も「じぶんで？」も日常会話の中で定式的な

表現として身に付けた可能性がある。しかし、92年9月の、電話で趣味につい

て尋ねるタスクでは、定式的な表現としてではなく、名詞のあとに助詞がっい

て一塊の単位であることを意識してこの形の疑問表現を使っているように思わ

れる。以下にその例を挙げる。

＜例1＞（日本人）…つくる会社にいたんですよ。横浜にあったんですけど。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　（学習者B）ちゅうごくのまちのなかに？

　　　　（日本人）いえ、中華街の中と言うわけじゃなくて、あの横浜の…
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＜例2＞（日本入）最初は海でやってたんですよ。
　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　（学習者奈）にほんの？　　（日本人）ええ、そうです。

＜例3＞（学習者A）ほんをよむときはどこですか。

　　　　（日本人）本を読む場所ですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ
　　　　（学習者A）そう。アパートで？　（日本人）え。アパートですね。

　授業で使用した教科書注4が分かち書きになっているため、自然に文節の知識

が身に付いたとも考えられるが、いずれにせよ、助詞の機能、日本語の文節を

理解し始めていることの表れであると考えられる。

2．選択疑問文の習得，

　選択疑問文の使用は、学習者Aが91年11月に3件、92年7月に1件、学習者

Bが、91年11月に4件、92年7月に3件、9月に3件である。この形の疑問文

は、91年10月に導入しているが、学習者Aはその使用が少ない。

　学習者Bの場合、学習開始後1年がたってもこの疑問文の誤用が続いている。

その原因は、選択疑問文の文節数の多さ、あるいは下記の誤用例のように「か」

を単純に英語の”or”のっもりで使用する英語の干渉のためとも考えられる。

〈誤用例〉

　・たくさん・かすこしですか　　　　　　　　　　（学習者A

　・おさけまいにちかときどきおさけのみますか　　（学習者B

　・あなたのおしがたはこごかごぜんですか　　　　（学習者B

　・としょかん、かしだして・か、かったほんですか（学習者B

91年11月）

91年11月）

92年7月）

92年9月）

3．Wh疑問文の習得

　Wh疑問文の疑問詞別の使用件数をまとめたものが［表2］である。

　疑問詞「いっ」は、91年12月に導入したが、学習者Aはそれ以前の11月のタ

スクの中で使用を始め、その後も「いつ」を多用している。

　疑問詞「どう」は、91年10月初旬に導入したが、タスクの中では学習者Aは、
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92年5月に初めて使用し、学習者Bは全く使用していない。また、「どのぐら

い」も91年10月初旬に導入しているが、学習者Aは92年7月に初めて使用し、

導入から使用までの時間が他の疑問詞に比べて長くなっている。

　また、学習者Bは、「なにぎんこう」　「なにだいがく」「なにこうこう」と

いった語彙の使用が多く、　「ぎんこうはどちらですか。」　「ぎんこうのなまえ

は何ですか。」のかわりに、「なにぎんこうですか」のように少ない文節数で

発話しようとする傾向にある。

［表2］Wh疑問文の使用件数

［表2－1］学習者A 表内数字・件数（空欄は0）

　　　　鯛詞

^スク実翻
時 いつ いくら 何 どんオ 誰

どちら

ﾇこ

（選択）

ﾇちら

どう

ｵて

どの

ｭら1
どの どう その他

91／11 7 1 3 5 2 1 8 1

92／2 1 2 1 1 1

92／5 2 1 1 2 2 3

92／7 1 3 5 2 1 3

92／9 3 1 4 1

92／10 1 1 2

計 8 6 3 10 7 1 18 4 3 3 1 6 3

＊内1件は（どっち）＊＊内訳：（なんご），1（なんにん），1（なんさい）

［表2－2］学習者B 表内数字：件数（空欄は0）

　　　疑闇

^スク実湖
時 いつ いくら 何 どん1 どれ 誰

どちら

ﾇこ

（選択）

ﾇちら

どう

ｵて

どの

ｭら1
どの どう その他

91／11 8 3 3 1 2 1 11 2

92／2 2 4 4 5 1 2 4

92／5 1 3 2 1 1 1

92／7 1 2 1 1 2 6

92／9 1 3 2 4
な

3

92／10 1 1 2

計 ll 1 8 14 5 2 2 22 6 2 2 0 0 17

＊なんようび　なんじかん　＊＊なんさい　なんぷん　なにぎんこう　＊＊＊なんじかん　なんにん　なんさい　なんかげっ　なにこうこう　なんようび

＋なにだいがく　なんねん　なんさっ　＋＋なんじかん　なんにちかん

一16一



　　　　ノ
4．　「～は？」の疑問表現の使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ
　前述した3つの疑問表現の他に、「～は？」の形の疑問表現を取り上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　「おくにはどちらですか。」の代わりに「おくには？」と尋ねる方法は、91

年8月の学習開始当日から導入した。この形の疑問表現は、疑問詞を明確にし

ていないが、当然尋ねている内容は理解でき、説明を要求する疑問表現の一っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
と言える。この形で学習者Aは、92年2月に「おしごとは？」　（2件）、「し
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1

ゆみは？」、7月には「おなまえは？」の疑問表現を使用している。学習者B
　　　　　　　　　　　　　　ノ
は、92年2月と7月に「おくには？」を使用している。
　　　　　　　　　　ノ
　これとは別に、　「～は？」の疑問表現は、文脈から問題項目が明らかなとき、

「～の場合にはどうですか」といった主題を変更して質問する場合にも用いら

れる。この質問形態は特に授業中に指導したわけではないが、学習者はかなり

早い時期から使用を始めている。その件数は下記の［表3］の通りである。

　この形の疑問表現はほとんど問題なく使われている。この機能での助詞「は」

の習得が、学習者A、Bには容易であるようだ。今後も助詞機能の習得との関

係で、こうした疑問文の使用に関する研究を進める必要があると考える。

　　　　　　ノ
［表3］「～は？」の使用件数

　　　　　　　　　　　　　　　　iB：にねんかんぐらい・

　　　　　　　　　　　　　　　　il：ζ貌論＿）…

　　　　　　　　　　　　　　　　i＜使用例2＞…

　　　　　　　　　　　　　　　　・B：犠∴露ダになろうとおもつi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／i
　　　　　　　　　　　　　　　　il：課士こうですtEl　・でもかぞくは1

皿．応撒現の習得　　…A、あ、そう．．．おかね磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（92年5月）i
1．Yes－No疑問文に対する応答　　L・…………一・……・…一一…一・一………………一一一一…・・………・・一…一・一一」

　①応答表現の型別分類

　　Yes咽o疑問文に対する応答に関する研究には、奥津・井上・大島。黄

（1990）の中国語・朝鮮語話者を対象とした研究がある。そこでは、応答から

年／月 学習者A 学習者B

91／1 0 0

91／2 1 3

92／5 4 3

92／7 4 5

92／9 3 2

92／1 0 0

計 12 13
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4っの要素を抽出し、その組み合わせにより分類する方法を取っている。本研

究もYes－No疑問に対する応答表現分析のため、この分類方法を取り入れた。

　分類はまず、応答表現を次のようにA、B、　C、　Dの4要素に分ける。

　　　　（例）問：学生ですか

　　　　　　　答：1壁、そうです。学生です。○○大学で勉強しています。
　　　　　　　　　A　　　　B　　　　　C　　　　　　　　　　D

　Aは応答詞で、「いいえ」「いや」「うん」「ええ」等を含める。Bには、

「そうではありません」　「ちがいます」等が含まれる。Cは問にある形を繰り

返したもの、DはA、　B、　C以外の応答である。学習者2名の応答をこの4要

素の組み合わせによる型別に分類し、その数を集計したものが［表4］である。

［表4］Yes－No疑問に対する応答表現の型別分類
表内数字：件数（空欄は0）

学習者A 学習者B
’91

P1

’92

Q

’92

T

’92

V

’92

X

’92

P0
計

順位 ’91

P1

’92

Q

’92

T

’92

V

’92

X

’92

P0
計

順位

A 1 5 6 12 ④ 2 1 2 5 ⑧

AB 1 1 2 4 ⑦ 4 6 1 11 ⑥

ABC ｝ 一

ABCD 一 一

A8D 一
1 1 ⑬

AC 5 3 1 9 ⑤ 10 1 2 13 ⑤

ACD 1 1 2 ⑪ 3 1 4 ⑩

AD 1 3 2 6 ⑥ 1 1 7 2 3 14 ④

B 1 1 1 3 ⑧ 5 4 2 11 ⑥

BC 1 1 2 ⑪ 2 1 3 ⑫

BCD 1 1 ⑬ 一

BD 1 1 1 3 ⑧ 2 2 4 ⑩

C 7 3 4 5 1 20 ① 1 2 4 6 2 1 16 ②

CD 1 3 5 4 1 14 ② 1 2 9 1 2 15 ③

1） 2 4 4 4 14 ② 1 4 1 7 1 3 17 ①

他 1 2 3 ⑧ 1 2 2 5 ⑧

計 17 10 17 28 14 7 93
一

21 8 10 48 15 17 119
一
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　［表4］の順位の欄の丸数字は各型が全体で何番目に多かったかを表してい

る。これを見ると、学習者A、B共に、上位3番目までが、　C型、　CD型、D

型であり、いずれもA要素（応答詞）や、B要素（そうです）等を含まない形

であることがわかる。4番目、5番目になると、応答詞を含んだA型、AD型

になるが、学習初期に導入した「はい、そうです」　（AB型）は、学習者Aは

7番目、学習者Bは6番目の順位で、使用が多いとは言えない結果となった。

　この結果は、先の奥津らの研究結果とかなり似ている注5。母語が違っても初

級日本語学習者に共通の応答パターンがあることを示唆していると考えられる。

②「いいえ」使用回避iの傾向

　［表5」は、応答詞の内容に着目し、肯定的応答、否定的応答の件数と、そ

の中で応答詞「はい」「いいえ」を使用した応答の件数を並べたものある。こ

こで言う応答詞「はい」には、　「ええ」　「うん」、　「いいえ」には「いや」

「ううん」等を含んでいる。

〔表5］応答詞の使用状況 表内数字：件数　＊O内辮：驚でNoと答えたもの

学習者A 学習者B

タスク実糊 全酪

齪　はい

�嘯猿g用

否定iいいえ

�嘯燕 その他 全回答

齪iはい

�嘯猿g用

否定iいいえ

盾猿g用 そ馳

91／11 17 9・4 8i　3 0 21 15i11 6i　6 0

92／2 11 8陰3 3io 0 9 7i　1 2iO 0

92／5 12 6iO 4iO 2 10 8io 2…1 0

92／7 33 30i15 3iO 0 52 35i　8 12i　7 5

92／9 13 8i　7 3i（1） 2 17 8i　2 5i　1 4

92／10 8 4i　2 1io 3 16 10i　7 2io 4

92／11 20 15…5 4iO 1 22 17i　3 1iO 0

　この表からも明らかなように、学習者Aの否定的応答内での応答詞「いい

え」の使用はほとんど無い。この「いいえ」使用回避の傾向は、92年2月の時

点で既にはじまっていると考えられる。学習者Aは母語の英語で会話するとき

には、当然の事ながら、”Yes”や”No”を頻繁に使用している。日本語の「いい

え」の不使用に関して本人は、意識したことはないと答えながら、日本人が

「いいえ」と言うのをあまり聞いたことがなく、使い方によっては失礼になる
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と思うと答えた。下記に学習者Aの否定的応答の例を挙げる。

　　92年7月く人物にっいて〉　　　問：ワトソンさんはせがたかいですか

　　　　　　　　　　　　　　学習者A：ちがいます。せがひくいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問：ぼうしをかぶっていますか。

　　　　　　　　　　　　　　学習者A：う一ん。それはないとおもいます。

　　92年9月〈建物について〉　　　問：ちいさいですか

　　　　　　　　　　　　　　学習者A：じゃなくて　にかいがあります。

　③「そうです」の誤用

　学習者Bの場合、「そうです」の使用に誤用がみられた。その例を挙げる。

　問：スポーツをしますか　　　学習者B：はい、そうです。　（91年11月）

　問：ひらがなとカタカナはかけますか　　　学習者B：はい、そうです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（92年7月）

　91年11月の時点で、タスク終了後、誤りを指摘し、「そうです」が使えない

場合について説明をしたが、その後もこうした誤用は続いている。この「そう

です」の問題を学習者Bがいかにして克服していくのかは今後の課題である。

2．Wh疑問文に対する応答

［グラフ］応答表現の文節数の変化

翻：

数6 �T搬：二

　　　　　．．添．

（年／月）

文鰍

．1，，応答表現全体

に対す

ﾌ　　　1

@（年／月）

@文鰍

5．＿

S．＿

応答＿…、＿＿…。＿…∵…

U

5 7 9 10

答錐　2．　2． 3． 2． 4． 3．2

wh疑12．　2． 3． 2． 5． 4．7
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　前ページのグラフは応答表現の文節数の変化を表したものである．Wh疑問

文に対する応答表現の文節数の伸びが、応答表現全体の文節数の伸びを上回る

上昇を示しているのがわかる。Wh疑問文は相手に説明を要求するものであり、

その応答の文節数の伸びは、それだけ多くの情輯を伝えられるようになったこ

との表れである。

IV．まとめ

　以上、日本語初級学習者の疑問表現と応答表現の習得過程にっいて、主にそ

の形態と使用状況を中心に考察した。

　文末に助詞「か」を伴わない、音調を上昇させるだけの疑問文は、待遇表現
　　　　　　　　　　　　　ノズ　　　　　　　ノ
の問題と関係していた。「～も？」　「～の？」のように文を完結せずに途中の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
助詞の直後で文を切り、音調を上げる形の疑問表現は、　「～は？」といった形

の疑問表現と共に、各々の助詞の機能の理解を表出させるものであった。この

ように、疑問表現の習得過程は、待遇表現や助詞の習得など、様々な要素の習

得過程と密接に関係していると言える。

　Yes－No疑問文に対する応答表現の分類の結果、「はい」　「いいえ」等の応答

詞や「そうです」等を含まない形の応答が多いことが分かった。これは、先行

研究の結果とかなり類似したものであったことから、母語に関係なく存在する

日本語初級学習者に共通の応答パターンを暗示している。また「いいえ」の使

用を回避する傾向が強いことも分かった。

　疑問・応答表現は、与えられた課題やタスクの内容に左右されることが多い。

従って本研究では、例えば、同一の課題に対するYes－no疑問文とWh疑問文の

選択の仕方の変化等、疑問表現全体、応答表現全体における使用上の変化やそ

の傾向にっいて結論を出すことは避けた。今後は、同一の課題に対する疑問・

応答表現の変化を縦断的に研究する方法を検討したい。また、日本人の疑問表

現の使用や応答パターンに関する研究との比較も行い、疑問表現、応答表現の

中聞言語解明に向け、研究を進めていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　　〈注〉

　　　　ノ　　　　ノ【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
注1「～も？」の　？の表記は、？マークの直前、っまり　のマークの部分で

　　音調が上昇することを表す。
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注2．両名を対象とした助詞、動詞・形容詞の活用、構文の習得に関しては、久

　　保田美子（1993）「第二言語としての日本語の縦断的研究一初級学習者を対

　　象として一」『お茶の水女子大学平成四年度修士論文』を参照のこと。

　　　また、その他の表現形式の習得に関しては、下記参考文献、久保田・大

　　島（1992a）、応答までの時間に関する研究については、下記参考文献、久

　　保田・大島（1992b）を参照のこと。

注3．松村明編（1971）『日本文法大辞典』明治書院、

　　国語学会編（1980）．『国語学大辞典』東京堂出版

注4使用テキストは、水谷修・水谷信子著（1977）『An　Introduction　to

　　Modern　Japanese』ジャパンタイムズ社

注5奥津・井上・大島・黄（1990）参照のこと。例えば、応答の型（C、CD、

　　D）が順位の上位を占めること等が、本研究の結果と一致している。
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